
 

 

 

 

 

 

 

○充実の第２学期が終了～誇りたい表彰の数々～ 
９月の台風で１日間、１２月のインフルエンザで１学年が２日間と、登校日が減った関係で、

令和元年度の２学期は、１学年が８０日間、２・３学年が８２日間となりました。なんとかイ

ンフルエンザによる出席停止者や風邪等による欠席者もいなくなり、１２月２０日（金）には

欠席０、全校生出席を達成いたしました。 

終業式には例年同様に２学期後半の表彰を行いますが、やまゆり祭以降だけ

で以下のような多数の表彰状をいただきました。生徒たちの頑張りがはっきり

わかる結果となりました。まさに、充実の２学期でした。長中生の皆さん、本

当によく頑張りました！おめでとう！！ 

 

●須賀川岩瀬地区Ｓリーグソフトテニス大会 

男子２部 第３位  長沼中男子チーム 

●県中地区中学校新人野球大会 

第２位    長沼・稲田・岩瀬・天栄中連合 

●第５６回須賀川市民体育祭 軟式野球競技 

第１位  長沼、稲田、岩瀬、天栄中連合 

●岩瀬地区書写コンクール 

 推薦３名 深谷 朋花（３年） 

      久保 マミ（３年） 

      三島木美鈴（２年） 

特選３７名 金賞４０名 銀賞４８名 

●岩瀬地区小中学校音楽祭第三部創作 

  特選２名 矢部りおん（１年） 

       半澤 桜希（２年） 

金賞４名 銀賞４４名 

●明るい社会づくり作文コンクール 

入賞４名 高久 美涼（３年） 

     善方 朝日（１年） 

     佐藤 優奈（３年） 

     會田ひより（２年） 

●ＪＡ県小・中学生交通安全ポスターコンクール 

  銀 賞  善方 朝日（１年） 

奨励賞  三島木美鈴（２年） 

 

 

●ＪＡ県小・中学生交通安全書道コンクール 

奨励賞  小林 七望（２年） 

●須賀川地区交通安全ポスターコンクール 

佳 作  深谷姫菜乃（２年） 

●県造形秀作審査会 

特 選  久保 マミ（３年） 

  特 選  有我 美咲（２年） 

●人権作文コンテスト福島県大会 

奨励賞  深谷 春奈（３年） 

●第３６回福島県声楽アンサンブルコンテスト 

銅賞 長沼中Ａ 奨励賞 長沼中Ｂ 

●須賀川市文化祭文芸大会俳句の部 

  佳 作  有賀 朱依（２年） 

●須賀川市愛護育成会作品展 

  優秀賞 小林 真緒（３年）二瓶 晶太（３年） 

      大河原礼央（２年）五十嵐衣織（２年） 

      佐藤 飛鳥（１年） 

須賀川市立長沼中学校・令和元年度学校通信 

第１６号（令和元年１２月２３日発行）  

【１月の生活目標】 

○新年の抱負を立て、

その実現のために意

欲的に生活しよう。 

・あいさつの徹底 

・交通安全の徹底 



○福島県声楽アンサンブルコンテスト～豊かに響く長中生の歌声～ 
 １２月１４日（土）、ふくしん夢の音楽堂（福島市）

で開催された第３６回福島県声楽アンサンブルコン

テストに出場した長沼中特設合唱部は、上記の通りＡ

チームが銅賞、Ｂチームが奨励賞を受賞しました。練

習期間も短く、インフルエ

ンザによる部活動中止期間

があるなど、他の部活動と

のかけ持ちの部員たちは本当によく頑張りました。教会のような響き

の豊かなホールに、生徒たちの美しい歌声と思いが響いた、すばらし

い演奏でした。 

 

○動かない絵に無限の広がりを～読み聞かせ～ 
第１５号でも紹介しましたが、１２月３日より学校支援ボラン

ティアの皆さんによる「読み聞かせ」を実施しました。１年生に

はクリスマスにまつわる絵本、２年生には北国に帰る白鳥の絵本

など、時期や季節、生徒の発達段階を考慮いただき、7 学級とも

別々で、多様な絵本を読んでいただきました。絵本の読み聞かせ

のすばらしさは、何と言っても読み

手の思いがこもった温かみのある

語り口が子どもたちの頭に「スーッ」と入っていくところ、そし

て、味わい深い絵と絵の間を感じることだと思います。 

過剰な（今風にいえば「映える」）映像でしか感動できない人

間でなく、動かない絵に無限の広がりを見る感受性を身につけさ

せたいと、私は強く思います。 

 

★大切にしたい言葉(61) 「少年よ 海の深さに 迷うまい」 
ある医師の、亡くなったお母さんが残した川柳だそうです。おそらくこの少年とは我が息子

であり、「今まさに大海（どんな困難が待っているのかまったく分からないような社会）に船出

しようとする息子よ、迷うことなく進んで行きなさい」という願いを込めた句だと感じました。 

 １２月に入ってから毎日、３年生の入試対策で面接指導をしてきました。立派に答える生徒

もいる中、うまく答えられず落ち込んで帰る生徒、緊張から

絶句してしまい涙ぐむ生徒…いろいろといます。人生初めて

の大きな試練に挑む少年（長中生）に言いたいことは、少なく

とも自分の夢や希望だけは自信を持って迷わずに語ってきて

ほしいということです。そうすれば、きっと道は開けます。 

頑張れ、長沼中の受験生たち！（写真はイメージです） 

 

 

☆ 保護者・地域の皆様、２学期中のご支援ありがとうございました。 

令和２年が、長沼の皆様にとってよい年でありますように・・・ 


